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新たな門出を祝って
平成24年足寄町成人式が１月８日に町民センターで行われました。

華やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人61人が出席し、

晴れやかな20歳の門出を祝いました。

　

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
、

松
寿
克
也
さ

ん

と
立
川
季
佳
さ

ん

が
町

民
憲
章
を
先
唱
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
仲
條
渉

太
さ

ん

が
「
両
親
や
友
人
の
お
か
げ

で
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
勉
強
や
仕
事
に
お
い
て
知
識
・

経
験
を
身
に
付
け
、
社
会
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
温
か
い

目
で
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」

と
誓
い
の
言
葉
を
力
強
く
述
べ
ま

し
た
。
新
成
人
に
町
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
安
久
津
勝
彦
町
長
か

ら
代
表
の
中
谷
凌
さ
ん

と
佐
藤
悠
莉

果
さ
ん

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

祝
賀
会
に
は
、
中
学
・
高
校
時
代

の
恩
師
４
人
も
駆
け
付
け
、
西
田

拓
也
さ
ん

と
菅
原
円
香
さ
ん

の
司
会
の

下
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は

当
日
欠
席
し
た
恩
師
か
ら
の
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
掲
示
さ
れ
、

新
成
人
た
ち
は
、
旧
友
た
ち
と
の

再
会
を
喜
び
な
が
ら
、
社
会
人
と

し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

会
場
で
発
表
さ
れ
た
新
成
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

德
山　

梨
沙
さ
ん

　

「
仕
事
を
頑
張
り
た
い
で
す
」

鈴
木　

奏
絵
さ
ん

　

「
絶
対
喫
煙
し
ま
せ
ん
」

古
田　

裕
美
さ
ん

　

「
お
酒
に
強
く
な
り
た
い
で
す
」

佐
藤
悠
莉
果
さ
ん

　

「
今
年
は
自
分
に
と
っ
て
い
ろ

い
ろ
と
大
変
な
年
に
な
る
の
で
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

岸
山
さ
つ
き
さ
ん

　

「
４
月
か
ら
働
く
こ
と
に
な
り

自
分
の
車
を
買
う
の
で
、
事
故

に
気
を
付
け
た
い
で
す
」

加
納　
　

祐
さ
ん

　

「
今
の
仕
事
を
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
り
た
い
」

今
井　

大
雄
さ
ん

　

「
４
月
か
ら
札
幌
で
働
く
こ
と

が
決
ま
っ
た
の
で
、
美
容
師
と

し
て
頑
張
り
ま
す
」

大
西　

拓
也
さ
ん

　

「
こ
れ
か
ら
も
色
々
つ
ら
い
こ

と
や
苦
し
い
こ
と
が
あ
る
と
思

う
が
、
前
を
向
い
て
歩
い
て
行

き
た
い
」

大
柴　

涼
太
さ
ん

　

「
航
空
自
衛
隊
に
就
職
し
て
宮

崎
に
い
ま
す
。
早
く
昇
任
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

佐
藤　

一
馬
さ
ん

　

「
皆
さ
ん
に
会
え
た
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
い
。
と
り
あ
え
ず
、

あ
け
お
め
」

新成人の皆様のこれからのご活躍を期待しています

新成人へのメッセージ

　ついこの間、

卒業式で皆さ

んを送り出し

たものと思っ

ていましたが、

こうしてまた

皆さんに会う

　人に成ると

書いて成人と

いいます。皆

さんはやっと

人になったと

いうこと。こ

れまでは親や

ことができ、うれしく思います。

　今日のこの日を境に一人の大

人として社会に受け入れられて

いきます。社会人としての自覚

をしっかりと持ち、これからの

人生頑張ってください。応援し

ています。

周りの人に影響を受けながら育

ってきました。

　これからは人に良い影響を与

えられるような人になって欲し

いと思います。生まれ育った場

所を大事にし、何かあったら、

足寄に戻り心を戻して、頑張っ

てください。

足寄高校恩師

徳橋孝之 教諭

足寄高校恩師

小林　央 教諭
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ご家庭に配布する
防災ガイドマップ

平
成
17
年
10
月
16
日
に
実
施
し
た

町
防
災
訓
練
の
様
子

災
害
へ
の
備
え

自
然
災
害
に
対
応
し
た
足
寄
町
防
災
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

災
害
は
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」
発
生
す
る
か
分
か
ら
ず
、
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
や
９
月
の
台
風
12
号
な
ど
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
私
た
ち
の
住
む
足
寄
町
に
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す
る
か
理
解
し
、
各
自
で
備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

町
で
は
、
現
在
「
足
寄
町
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
お
り
、
３
月
中
に
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
お
配
り
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
、
今
一
度
「
災
害
へ
の
備
え
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

防
災
対
策
の
基
本
は

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

　

防
災
対
策
の
基
本
は
、
次
の
「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

３
つ
が
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
で
、
防
災
対

策
は
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

自
助

：

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
災
害
時
の
自

主
避
難
等
、
自
分
自
身
を
守
る
こ
と

（
例　

非
常
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品

の
準
備
、
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
）

共
助

：

救
助
や
要
援
護
者
の
避
難
協
力
等
、

周
り
の
住
民
と
助
け
合
う
こ
と

（
例　

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
、

自
治
会
で
の
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
）

公
助

：

行
政
が
行
う
救
援
救
助
や
支
援
物
資

供
給
な
ど
の
公
的
支
援
の
こ
と

（
例　

災
害
時
の
救
急
救
助
、
復
旧 

作
業
、
防
災
啓
発
、
総
合
防
災
訓
練

の
実
施
な
ど
）

足
寄
町
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

　

町
で
は
、
想
定
さ
れ
る
災
害
対
策
を
一
冊

に
ま
と
め
た
「
足
寄
町
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

は
「
地
震
編
」「
風
水
害
編
」「
火
災
編
」「
噴

火
編
」
の
４
種
類
の
災
害
に
分
類
し
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
備
え
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
自

然
災
害
に
よ
る
被
害
を
予
測
し
そ
の
被
害
範

囲
を
地
図
化
し
た
も
の
）、
用
語
説
明
を
記

載
し
て
い
ま
す
。
避
難
所
・
避
難
場
所
の
マ

ッ
プ
（
地
図
）
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

も
し
も
の
時
の
家
族
の
集
合
場
所
や
連
絡
方

法
を
話
し
合
い
、
自
宅
周
辺
の
被
害
を
予
想

し
、
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
の
確
認
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
非
常
時
の
持
ち
出

し
品
や
備
蓄
品
に
関
す
る
内
容
も
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
行
え
る
防
災
対

策
と
し
て
、
自
助
の
観
点
か
ら
も
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
災
害
時
に
手
助
け
が

必
要
と
な
る
方
へ
の
支
援
と
し
て
「
災
害
時

要
援
護
者
支
援
対
策
」
の
説
明
も
記
載
し
て

い
ま
す
。
支
援
の
必
要
な
方
は
申
請
の
ご
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。
裏
表
紙
に
は
「
わ
が

家
の
防
災
メ
モ
」
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

家
族
や
知
人
、
親
戚
等
の
連
絡
先
を
記
入
す

る
な
ど
、
ご
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

避
難
所
・
避
難
場
所
を
見
直
し
中

　

町
で
は
災
害
時
に
皆
さ
ん
が
避
難
す
る
避

難
所
と
避
難
場
所
の
見
直
し
（
変
更
）
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
回
、
見
直
し
を
行
う
に
当

※
「
も
し
も
の
時
の
あ
な
た
の
避
難
所
・
避

難
場
所
（
案
）」
に
対
す
る
ご
意
見
は
、

２
月
28
日
㈫
ま
で
に
役
場
総
務
課
企
画
財

政
室
企
画
調
整
担
当
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

用
語
解
説

　

避
難
所
と
は
災
害
発
生
時
に
宿
泊
等
の
避

難
生
活
を
す
る
施
設
を
い
い
、
避
難
場
所
と

は
災
害
発
生
時
に
一
時
的
に
避
難
す
る
場
所

を
い
い
ま
す
。

町
防
災
総
合
訓
練
を
実
施

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

よ
う
な
大
地
震
は
、
ど
こ
で
も
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
地
震
災

害
を
想
定
し
た
防
災
総
合
訓
練
を
本
年
秋
季

に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
訓
練
で
は
、

住
民
の
参
加
の
も
と
各
避
難
所
と
災
害
対
策

本
部
と
の
通
信
訓
練
や
災
害
時
の
情
報
収
集
、

避
難
指
示
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て
の
確
認
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
や
消
防
署
、
警

察
署
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
災
害
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
体
験
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
、
初
期
消
火
訓

練
な
ど
の
体
験
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
被
災
車
両
を
想
定
し
た
負
傷
者

救
出
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
各
種
災
害
対

策
車
両
の
展
示
も
行
う
予
定
で
す
。

　

日
程
な
ど
訓
練
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぼ
う
さ
い 

あ
し
ょ
ろ
で
情
報
を
周
知

　

町
で
は
、
行
政
情
報
や
災
害
時
、
緊
急
時

に
お
け
る
災
害
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す

る
た
め
防
災
行
政
無
線
放
送
「
ぼ
う
さ
い　

あ
し
ょ
ろ
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

時　
　

報

：

毎
日
午
後
５
時
に
チ
ャ
イ
ム
音

を
放
送
し
て
い
ま
す
。

定
時
放
送

：
町
内
で
実
施
す
る
講
演
会
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
行
政
情
報
な
ど

を
放
送
し
て
い
ま
す
。

放
送
時
間　

午
前
８
時
、
午
後
６
時
30
分

放

送

日　

行
政
情
報
等
、
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
情
報
が
あ
る
時

臨
時
放
送

：

災
害
発
生
な
ど
迅
速
に
情
報
の

周
知
が
必
要
な
場
合
等
に
放
送

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
例　

大
雨
や
地
震
な
ど
の
災

害
情
報
、
熊
の
目
撃
情
報
や
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合
、

試
験
（
訓
練
）
放
送　

な
ど
）

※
放
送
内
容
が
聞
こ
え
づ
ら
い
場
合
は
、
窓

を
開
け
た
り
屋
外
に
出
た
り
す
る
こ
と
で

聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
放
送
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
戸
別
受
信
機
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

受
信
機
の
電
源
ラ
ン
プ
が
赤
く
点
滅
し
て

い
る
方
や
音
声
に
雑
音
が
入
っ
て
い
る
方
は

役
場
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
引
っ
越
し
等
で
受
信
機
が
不
要
と
な

っ
た
場
合
は
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

�
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た
り
各
自
治
会
か
ら
の
意
見
等
を
考
慮
し
た

「
も
し
も
の
時
の
あ
な
た
の
避
難
所
・
避
難

場
所
（
案
）」
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
同

案
は
自
治
会
回
覧
（
昨
年
12
月
）
に
よ
り
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を
基
に
避
難
所
・

避
難
場
所
を
正
式
に
決
定
し
、
再
度
皆
さ
ん

に
お
知

ら
せ
す

る
と
と

も
に
、

３
月
発

行
の「
防

災
ガ
イ

ド
マ
ッ

プ
」
に

も
掲
載

い
た
し

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被
災
地
支
援

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被

災
地
支
援
の
た
め
、
福
島
県
西
白
河
郡

矢
吹
町
へ
役
場
建
設
課
上
下
水
道
室
の

福
田
知
征
主
任
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。 

　

派
遣
は
、
１
月
10
日
か
ら
３
月
９
日

ま
で
の
２
カ
月
間
で
、
福
田
主
任
は
主

に
下
水
道
災
害
復
旧
事
務
と
し
て
工
事

発
注
や
施
工
管
理
事
務
な
ど
を
担
い
ま

す
。
福
田
主
任
は
「
家
族
の
理
解
と
職

場
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
矢
吹

町
が
震
災
前
の
暮
ら
し
に
戻
れ
る
よ
う

精
い
っ
ぱ
い
活
動
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

※
福
島
県
西
白
河
郡
矢
吹
町
は
、
福
島

県
南
西
部
に
位
置
し
、
東
京
電
力
福

島
第
１
原
子
力
発
電
所
か
ら
直
線
距

離
で
約
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い

ま
す
。
震
災
に
よ
る
死
者
は
な
く
、

多
く
の
住
宅
が
全
半
壊
し
、
イ
ン
フ

ラ
面
の
被
害
が
多
い
町
で
す
。

福田知征主任

土のう積み訓練赤十字奉仕団による炊き出し訓練



67

まちかどまちかどまちかど

　「北の大地にはぐくむ絆」をテーマに第19

回上足寄クリスマスコンサートが旧上足寄小

学校体育館で開かれ、約１５０人が訪れまし

た。帯広市在住の萩史之さ
んと幕別町在住のデ

ュオ「ＯＹＡＪⅰ３」の２組が出演し、美空

ひばりさ
んや松山千春さ

んなどの曲を披露し会場

を沸かせていました。また、お楽しみ抽選会

も行われ、会場から歓声が起こっていました。

12.18 上足寄クリスマスコンサート

12.17 イルミネーション点灯

　自然エネルギーセミナー２０１１in 足寄

があしょろ銀河ホール21で開かれました。「原

子力社会から自然エネルギー社会へ」をテー

マにした基調講演やバイオマスを利用した本

町のこれまでの取り組み、太陽光発電の先進

技術などの講演が行われ、自然エネルギーの

可能性を学習しました。

　町青年協議会（八木沼知則会長）が、町を

盛り上げようと足寄ウェタスキウィン公園（役

場庁舎前）でイルミネーションの点灯を行い

ました。「ここが好き。」と書かれた看板や周

辺の木々に電球が飾りつけられ、幻想的な雰

囲気を醸し出しています。このイルミネーシ

ョンは、２月いっぱいまで点灯されます。
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

12.15 クリスマスプレゼント

12.10 新エネルギーを学ぶ

　足寄ロータリークラブ（岩佐憲幸会長、会

員26人）が足寄保育園どんぐり（寺田幸子園

長）を訪れ、子どもたちに一足早いクリスマ

スプレゼントを贈りました。サンタクロース

とトナカイに扮
ふん

した会員が登場すると子ども

たちは歓声を上げて大喜び。子どもたち一人

一人に手作りのクッキーが手渡されました。
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まちかどまちかどまちかど

１.７-10 イングリッシュキャンプ

12.27 十勝の代表として出場

　日常生活を離れ英語に親しむ「イングリッ

シュキャンプ」（道教育委員会主催）が道立

足寄少年自然の家・ネイパルあしょろで開か

れました。参加者は初級・中級・上級レベル

にそれぞれ分かれ、３泊４日の日程で外国人

講師とゲームなどの体験活動やフィールドワ

ークなどを通して、英語力の向上に取り組み

ました。

　第28回全道小学校スクールバンドフェステ

ィバルに十勝の代表として出場する足寄ジュ

ニアブラスバンドのメンバーが町教育委員会

を訪れ、加藤和弘教育長に出場を報告しまし

た。同バンドは池田小学校、本別中央小学校

との合同チーム「ＩＫＥ！ＡｓｈｏＨｏｎｓ！」

として出場しました。

　足寄中学校（西出伴良宏校長）スピードス

ケート部の部員が役場を訪れ、第32回全国中

学校スケート大会（１月28－31日、長野市）

に出場することを安久津勝彦町長に報告しま

した。安久津町長が「日ごろの練習の成果を

発揮して、今後の思い出になるように頑張っ

てきてください。町民の皆さんとともに、足

寄から応援しています」と激励しました。

１.18 全国大会出場を報告

１.13 １年間の無事故を祈願

12.19 防犯を呼び掛ける
　町防犯協会（五十嵐健二会長）主催の歳末

防犯一斉パトロールが行われ、安久津勝彦町

長や町交通安全指導員など関係者約50人が参

加しました。出発式では五十嵐会長が「パト

ロールにより犯罪の抑止力につながるようＰ

Ｒしたい」とあいさつ。その後、参加者は市

街地区を巡回し、防犯を呼び掛けました。

12.22 全道大会出場を報告
　全道大会に出場する足寄中学校卓球部（写

真前列）とスピードスケート部（写真後列）

の生徒が町教育委員会を訪れ、加藤和弘教育

長に出場を報告しました。各部の主将が力強

く抱負を述べ、加藤教育長が「自信を持って

臨み、粘り強く戦ってきてください」と激励

しました。

１.12 力強く書き上げる
　書き初め大会（町教育委員会主催）が町民

センターで行われ、幼児から一般まで40人が

参加しました。参加者は、書道教室の講師な

どからアドバイスを受け「こうし」「たつ年」

「友愛の情」など、それぞれの題字を丁寧に

書き上げました。終了後には参加者全員でお

しるこを味わいました。

１.10-11 上手に滑れた
　年長児から小学３年生までを対象とした親

子スケート教室（町教育委員会主催、全２回）

が里見が丘スケートリンクで行われ、親子約

90人が参加しました。子どもたちは年齢やレ

ベル別に分かれたあと、講師から体重のかけ

方や上手に滑るこつなどを分かりやすく教え

てもらいました。

　町交通安全協会（國見勲会長）が足寄神社

で交通安全祈願祭を行いました。安久津勝彦

町長など関係者が参列して、玉串を神前にさ

さげ今年１年の無事故を祈願しました。その

後、國見会長が「交通事故防止の気運を盛り

上げ、交通事故撲滅に向け、町民一丸となっ

て推進する」と決意表明しました。

9
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第49回　『減災』という

言葉が伝えるメッセージ

町民
防災講座

『
防
災
』
と
『
減
災
』

　

災
害
か
ら
人
間
社
会
を
守
る
取
り
組
み
は

『
防
災
』
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
災
害
の

多
い
日
本
で
は
、
災
い
か
ら
国
民
生
活
を
守

る
こ
と
は
、
最
も
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ

で
す
。
し
か
し
近
年
、『
防
災
』
と
は
別
に
『
減

災
』
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
な
ど
自
然
の
強
大
な
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ

て
、
人
類
が
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

と
い
う
『
安
全
神
話
』
は
完
全
に
崩
壊
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
完
全

に
「
災
い
を
防
ぐ
」
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

少
し
で
も
「
災
い
を
減
ら
す
」
努
力
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
『
減

災
』
と
い
う
言
葉
を
使
い
始
め
ま
し
た
。

た
。『
減
災
』
と
い
う
言
葉
に
は
、
こ
れ
ま

で
『
防
災
』
を
担
っ
て
き
た
行
政
や
専
門
家

が
、
自
分
た
ち
だ
け
に
国
民
の
命
を
預
け
る

の
で
は
な
く
「
国
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が

災
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
が
含
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

『
減
災
』
へ
の
取
り
組
み

　

『
減
災
』
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
始
め
る

の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
も

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
と
い
う
言
葉
で
、

国
民
一
人
一
人
に
『
減
災
』
の
努
力
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
国
民
に
一
体
ど
ん
な
『
減

災
』
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

一
人
一
人
の
努
力
で
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
自
分
や
家
族
の
生
命
財
産

を
守
る
た
め
の
小
さ
な
努
力
な
ら
可
能
で
す
。

例
え
ば
地
震
に
備
え
て
家
具
を
固
定
し
た
り
、

家
族
の
間
で
い
ざ
と
い
う
と
き
の
連
絡
方
法

を
決
め
た
り
し
て
お
く
こ
と
で
、
少
な
く
と

も
家
具
の
下
敷
き
に
な
る
心
配
は
減
り
、
連

絡
が
取
れ
な
い
家
族
を
捜
し
に
行
っ
て
二
次

的
に
被
災
す
る
危
険
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

「
も
し
災
害
の
危
険
が
迫
っ
た
時
、
ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
か
」
を
考
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
お
金
や
時
間
を
ほ
と
ん
ど
か
け
ず
に
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
で
で
き
る
小
さ
な

努
力
で
、
災
害
の
被
害
を
少
し
ず
つ
減
ら
す

努
力
を
し
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
が
『
減
災
』

と
い
う
言
葉
の
持
つ
本
当
の
意
味
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
、
行
政
や
専
門
家
は
『
防
災
』
だ
け

で
は
な
く
、
国
民
一
人
一
人
が
で
き
る
『
減

災
』
の
方
法
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
事

例
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
も

し
自
分
に
で
き
る
『
減
災
』
を
し
た
い
と
思

っ
た
ら
、
役
場
の
防
災
担
当
に
尋
ね
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
力
に
な
っ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

（
北
海
道
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
院
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室

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
１

　

『
減
災
』
と
い
う
言
葉
は
少
な
く
と
も
２

０
０
０
年
の
有
珠
山
噴
火
の
と
き
に
登
場
し

て
い
ま
す
。
犠
牲
者
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
有
珠
山

噴
火
で
も
、
住
家
や
財
産
、
収
入
を
失
っ
た

人
は
大
勢
お
り
、
災
い
が
無
か
っ
た
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
行
政
や
専
門
家
の

努
力
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い

た
住
民
一
人
一
人
が
自
分
や
家
族
の
身
を
守

る
知
識
と
意
識
を
持
ち
、
噴
火
前
に
安
全
な

場
所
に
避
難
し
た
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

『
減
災
』
の
意
味

　

そ
こ
で
『
減
災
』
と
い
う
言
葉
を
も
う
一

度
思
い
返
し
て
み
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
持
つ

意
味
は
、
本
当
に
「
災
い
を
完
全
に
防
ぐ
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
、
減
ら
す
努
力
を
し
よ

う
」
と
い
う
こ
と
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
れ
ま
で
『
防
災
』
と
い
う
言
葉
に
は
、「
行

政
や
専
門
家
が
行
う
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
災
い
が
人
間
社
会
に
及

ぶ
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
堤
防
や
ダ
ム
、
耐
震

建
築
、
防
波
堤
、
予
報
・
警
報
な
ど
の
精
度

の
向
上
や
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
巨
額

の
費
用
を
投
じ
て
災
い
を
防
ぐ
こ
と
が
『
防

災
』
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
数
々
の

自
然
災
害
の
経
験
か
ら
、
行
政
や
専
門
家
の

努
力
だ
け
で
は
国
民
の
命
す
ら
完
全
に
守
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

食
生
活
を
見
直
そ
う

生
活
習
慣
病
を
防
ぎ
、
改
善
す
る
た
め
に
は

「
適
切
な
量
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」

を
取
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

食
生
活
の
問
題
点
チ
ェ
ッ
ク

　

こ
ん
な
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
思

い
当
た
る
項
目
に
□支
を
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
１
日
３
食
規
則
正
し
く
食
べ
て
い
な
い

□
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を

よ
く
食
べ
る

□
野
菜
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

□
牛
乳
や
乳
製
品
を
あ
ま
り
取
ら
な
い

□
果
物
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

□
脂
っ
こ
い
料
理
を
よ
く
食
べ
る

□
塩
辛
い
も
の
を
よ
く
食
べ
る

□
魚
よ
り
豚
肉
や
牛
肉
を
よ
く
食
べ
る

□
外
食
が
多
く
、
偏
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り

が
ち

□
１
人
で
食
事
を
取
る
こ
と
が
多
い

※
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
多
い
人
ほ
ど
要
注
意
。

　

今
す
ぐ
、
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

野
菜
を
１
日
３
５
０
g
以
上
取
ろ
う

　

厚
生
労
働
省
の
「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」

で
は
、
60
歳
代
を
除
く
全
て
の
世
代
で
野
菜

の
摂
取
量
が
１
日
３
５
０
ｇ
未
満
と
い
う
結

果
が
公
表
さ
れ
、
特
に
20
歳
代
～
40
歳
代
で

男
女
と
も
に
３
０
０
ｇ
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
ま
し
た
。

【
野
菜
・
海
藻
・
キ
ノ
コ
の
特
徴
】

・
食
後
の
血
糖
上
昇
の
抑
制
や
動
脈
硬
化
、

心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
す

危
険
性
を
高
め
る
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
増
加
を
防
ぐ
。

・
便
通
を
改
善
す
る
作
用
が
あ
る
食
物
繊
維

を
多
く
含
む
。

・
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
品
で
あ
り
、
食
事
の
初

め
に
十
分
に
摂
取
す
る
と
食
べ
過
ぎ
を
予

防
で
き
る
。

【
野
菜
の
目
安
量
】

　

１
日
に
３
５
０
ｇ
以
上
、
そ
の
う
ち
３
分

の
１
以
上
は
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
小
松
菜
、
ニ

ン
ジ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ト
マ
ト
等
の
緑

黄
色
野
菜
で
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

摂
取
量
を
増
や
す
に
は
、

・
毎
食
副
菜
を
取
る

・
主
菜
の
付
け
合
わ
せ
を
増
や
す

・
具
だ
く
さ
ん
な
汁
物
を
取
る

　

こ
と
が
こ
つ
で
す
。
小
鉢
料
理
（
お
ひ
た

し
な
ど
）
な
ら
１
日
５
皿
が
目
安
量
で
す
。

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
25

－

２
５
７
１

健
康
サ
ポ
ー
タ
ー

「
い
き
い
き
」
活
動
紹
介

　

町
で
は
、
町
民
と
共
に
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
健

康
サ
ポ
ー
タ
ー
「
い
き
い
き
」
を
養
成
・

育
成
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、「
自
分
自
身

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
学
ぼ
う
」「
学

ん
だ
こ
と
を
家
族
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
役
立
て
よ
う
」
な
ど
を
目
的
に
年

９
回
の
研
修
会
へ
の
参
加
の
他
、
自
主

的
に
運
動
サ
ー
ク
ル
「
い
き
い
き
ハ
ッ

ス
ル
倶
楽
部
」
を
設
立
し
、
広
く
町
民

に
運
動
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
会
員
か
ら
募
集
し
、
作
成
し
た
レ

シ
ピ
は
講
演
会
等
で
紹
介
し
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

食事バランスを見直そう～主食・主菜・副菜をそろえて

研修会

副　菜 主　菜

主　食 汁　物

野菜・芋・海藻・キノコ
等の料理
※ビタミン、ミネラル、
食物繊維を十分に取り
ましょう。

肉・魚・卵・大豆製品など
のおかず
※タンパク質やカルシウム
を十分に取りましょう。
脂肪は控えめに�

ご飯・パン・麺類などの
穀類
※エネルギーの源になり
ます。

野菜や海草をたくさん使っ
て第２の副菜的役割に�
（１日１～２杯）
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身
の
程
の
ふ
た
り
の
暮
し
年
迎
ふ	

小
山
田
富
美
子

健
や
か
な
日
々
に
感
謝
の
明
け
の
春	

松
野
さ
わ
子

吾
が
余
生
生
き
抜
く
力
去こ

年ぞ

今
年	

小
川
ト
ミ
子

名
を
一
字
余
白
に
印
す
お
書
初	

坂
本　

夢
乃

穏
や
か
に
澄
み
渡
る
空
初
詣	

湯
浅　

保
子

元
旦
の
大
き
く
見
え
る
阿
寒
岳	

小
山　

博
子

席
ふ
え
て
心
ゆ
た
か
な
大
旦

あ
し
た	

上
谷
喜
美
子

色
あ
ふ
れ
成
人
の
子
の
長
ま
つ
げ	

中
田　

京
子

初
詣
朝
日
照
る
道
心
は
清す

が

し	

吉
田　

哲
子

好
き
な
色
こ
の
セ
ー
タ
ー
の
離
さ
れ
ず	

山
岸　

清
子

珍
し
き
幸
を
運
ぶ
か
初
雀	

高
橋
と
し
子

一
点
の
紅
よ
り
生
ま
る
大
初
日	

古
住　

蛇
骨

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

外国人住民の住民基本台帳制度がスタートします

　平成24年７月から新たな在留管理制度が導入されることに伴い、外国人住民にも住民票が作成されます。

外国人のお知り合いがいらっしゃいましたら、次の文章をお見せください。

【日本語】

　住民基本台帳法の一部が改正され、平成24年７月から外国人住民にも住民票が作成されることになりま

した。これにより、外国人住民の方々の利便性の向上や市町村などの行政の合理化を図ることができるよ

うになります。詳しくは町ホームページをご覧下さい。

【英　語】

In accordance with the partial amendment of the Basic Resident Registration Act, foreign residents will  
be eligible to receive a Residence Record (juminhyo). This will make administrative procedures at your 
local government simpler and more convenient.
The new system will come into effect in July 2012. Please see the Ashoro-cho homepage for details.

【中国語】

根据住民基本台帐法的部分修正，从２０１２年（平成24年）７月起，也能针对外国籍居民作成住民票，
这将能提高对外国籍居民服务的方便性及 进市町村等行政的合理化。
详情请看足寄町主页。

町ホームページアドレス　http://www.town.ashoro.hokkaido.jp
詳　細　役場住民課住民室戸籍年金担当　☎25－２１４１内線２１１

落氷雪による事故に
注意しましょう

町おこしチャリティープロレス
in足寄を開催

所得税の確定申告相談

敬老祝金（商品券）の
有効期限が満了します

　降雪期には、寒暖の差により屋

根からの落雪による下敷きや雪下

ろし作業中の屋根からの転落、除

雪機に巻き込まれる事故が発生し

ています。事故を防ぐためにも、

次のことに注意しましょう。

・屋根の雪や氷柱を早めに下ろし

ましょう。

・危険な軒下を歩かないようにし

ましょう。

・子どもを落氷雪の危険がある場

所で遊ばせないようにしましょ

う。

・雪下ろし作業には転落防止用ロ

ープなどを装着しましょう。

・除雪機による除雪は安全を確か

めながら行いましょう。

詳　　細 本別警察署足寄交番

 ☎２５－２１５１

　子どもたちの健全育成や町民の

賑わいで地域の活性化を図ること

を目的に「町おこしチャリティー

プロレス in 足寄」を開催します。

日　時　２月24日㈮
　　　　午後５時30分　開場

　　　　午後６時30分　試合開始

場　所　町民センター

入場料

高校生以上　前売券１，０００円

　　　　　　当日券１，５００円

小・中学生　前売券・当日券

 ５００円

※幼児無料。ただし、保護者の

同伴が必要です。

入場券取り扱い所

　足寄町商工会・Ａコープあしょ

ろサービスカウンター・ＪＡあし

ょろ貯金窓口

詳　細

 町おこし青年協力隊事務局

 ☎２５－２２３６

　平成23年分の所得税の確定申告

相談および消費税、譲渡所得の申

告相談を実施します。

日　時　２月22日㈬－23日㈭
　　　　午前10時－午後４時

（正午から午後１時までは除く）

場　所　役場会議室１

詳　細 十勝池田税務署

 ☎０１５－５７２－２１７１

　平成23年９月に77歳、88歳、99

歳の方にお渡しした敬老祝金（商

品券）の有効期限が迫っています

ので、期限までにご使用ください。

期限を過ぎた場合は、使用できま

せんのでご了承ください。

有効期限　３月14日㈬
詳　　細　役場福祉課保健福祉室

 地域包括支援センター担当

 ☎２５－２１４１内線１３９

　町文化協会に加盟している舞踊団体の皆さん

が一堂に会し、日ごろの練習成果を披露します。

日舞、剣舞のほかに、子どものバレエやフラダ

ンスも加わり、華やかな舞台となります。皆さ

んのご来場をお待ちしています。

日　　時　２月26日㈰　午後１時開演

場　　所　本別町中央公民館大ホール

出演団体

　藤舞会、神刀流本別支部、なかよし会、本別

バレエ研究会、ハワイアンフラステラ、ハワイ

アンフラパープルズ、勇足のぎく会、よもぎ会

詳　　細　本別町中央公民館内文化振興担当

 ☎２２－５１１１

第35回舞踊祭 自然を満喫しよう
第18回歩くスキーの集い

　暖かい春の日差しを受けながら、日産自動車

テストコースを歩くスキーで楽しんでみません

か。

日　　時　３月11日㈰　午前９時40分から

場　　所　日産自動車㈱北海道陸別試験場

定　　員　１００人

参 加 料　１人１，０００円（予定）

申込期限　３月２日㈮

詳　　細　陸別町教育委員会

 ☎２７－２１２３

お知らせ
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ふるさとを考える町民のつどいを開催します

北海道最低賃金役場福祉課地域包括支援センターからのお知らせ

　町が進めている医療と介護・保健・福祉の連携システムの一環に

より、次のとおりとなりますので、お知らせします。

詳　　細

　役場福祉課地域包括支援センター　☎２５－２１４１内線１００

新型老健施設の入所者募集

　我妻病院の病床転換に伴う介護療養型老人保健施設（新型老健）

が４月１日から運営を開始します。

　これに先立ち、現在、町民の方からの入所申し込みを受け付けて

います。入所者は、町内病院に入院されている方や特別養護老人ホ

ームに入所されている方が優先となり、また、入所者の決定は判定

基準に基づき会議により決定されます。

　入所の申し込みおよびお問い合わせは、我妻病院（☎２５－５０

５０）までご連絡ください。

救急患者の搬送病院について

　今まで救急患者の受け入れには、救急指定病院である町国民健康

保険病院のほか、ご本人の希望等により我妻病院にも対応いただい

ていました。

　この度、町内医療機関の機能分担に基づいた両病院との協議によ

り、３月１日から救急患者の搬送病院は町国民健康保険病院のみと

なりますので、皆様のご理解とご協力をお願いします。

　地域のつながりと防災に強い町づくりを目指し「第26回ふるさとを

考える町民のつどい」を開催します。

　地震などの大規模災害が発生した場合、地域全体を守るために行政

と自治会は何ができるのか一緒に考えてみませんか。

日　　時　３月２日㈮　午後１時20分－４時20分

場　　所　町民センター多目的ホール

講　　演　「防災力は地域力～行政と自治会の役割」

　　　　～北海道大学大学院理学研究院附属地震火山観測センター

　　　　　助教　定池祐季さ
ん

参 加 料　無料

そ の 他　開催に先立ち正午より、豚汁・おかゆ・パンなどの防災備

蓄品の試食会を行います。ご希望の方は、２月24日㈮までにお申し

込みください。

申込先・詳細 役場住民課住民室住民生活担当

 ☎25－２１４１内線２２５

最低賃金額　時間額７０５円

効力発生日　平成23年10月６日

募　　集

お知らせ

町職員人事異動

平成23年12月31日付退職者

田G　和子

（国民健康保険病院准看護師）

平成24年１月31日付退職者

上村　陽一郎

（国民健康保険病院主任看護師）

町補助職員登録のご案内

確定申告は期間内に

森林の所有者届出制度が
４月からスタートします

　町では、町補助職員を随時募集

し登録を行っています。臨時の業

務および緊急を要する業務などが

発生した場合、登録者の中から選

考し、臨時的に雇用します。

業務の種類

①一般行政事務

②給食業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム・子どもセ

ンター・給食センター）

③介護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

④看護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

⑤保育士業務（子どもセンター）

⑥自動車運転業務（建設課車両室）

⑦道路維持業務（建設課車両室）

⑧学校公務補業務（教育委員会）

⑨特別支援教育・学習支援員（教

育委員会）

応募方法

　履歴書（写真添付）を持参の上、

役場総務課総務室職員担当までご

本人がお越しください。簡単な面

接を行います。資格を有する方は

資格を証明するものの写しを履歴

書に添付してください。

詳　　細

 役場総務課総務室職員担当

 ☎２５－２１４１内線３２３

　所得税、町・道民税の申告時期

になりました。受付期間の後半は

会場が大変混雑しますので、早め

の申告をお勧めします。

申告受付期間

２月16日㈭－３月15日㈭
申告会場　役場会議室１

申告対象者

　平成24年１月１日現在において

足寄町に住所を有し、所得税、町・

道民税、国民健康保険税の確定申

告が必要な方。

留意事項

　給与・年金収入がある方につい

ては、源泉徴収票がないと申告で

きませんので、必ずお持ちくださ

い。

　なお、１年間納付した国民年金

保険料を社会保険料控除に含める

場合は、日本年金機構から送付さ

れる控除証明書（はがき）が必要

となりますので、忘れずにお持ち

ください。

詳　　細

 役場住民課税務室課税担当

 ☎２５－２１４１内線２３２

　昨年４月の森林法改正により、

本年４月以降、森林の土地の所有

者となった方は市町村長への事後

届出が義務付けられました。

届出対象者

　個人・法人を問わず、売買や相

続等により森林の土地を新たに取

得した方は、面積に関わらず届け

出をしなければなりません。

　ただし、国土利用計画法に基づ

く土地売買契約の届け出を提出し

ている方は対象外です。

届出期間

　土地の所有者となった日から90

日以内に、取得した土地のある市

町村の長に届け出をしてください。

届出事項

　届出書には、届出者と前所有者

の住所氏名、所有者となった年月

日、所有権移転の原因、土地の所

在場所・面積とともに、土地の用

途等を記載してください。届け出

には、登記事項証明書（写し可）

のほか、土地の位置を示す図面の

添付が必要です。

詳　　細 役場経済課

 林業商工観光室林業振興担当

 ☎２５－２１４１内線２４３

善意のご寄付・ご寄贈
ありがとうございます

・飯田恵美子さ
ん（南６条４丁

目）から町政推進のために

 50万円

・岡きくさ
ん（大誉地本町）か

ら福祉推進のために

 10万円

・逢坂セツさ
ん（南１条４丁目）

から福祉推進のために

 ３万円

・足寄ロータリークラブ（岩

佐憲幸会長）から文化・ス

ポーツ振興基金として

 ２万円

・足寄信友会（石川勲会長）

から文化・スポーツ振興基

金として ２万円

足寄百年史
（上・下巻、資料編）

発売中

ご購入は…役場総務課総務室
　　　　　広報広聴担当まで

陸上自衛隊予備自衛官補募集

自衛隊帯広地方協力本部ホームページアドレス

 http://www.mod.go.jp/pco/obihiro
詳　　細 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募集種目 募集資格 受付期間 試 験 日

予備自衛官補
平成24年7月1日現在

18歳以上
34歳未満の方

４月４日まで
４月13日-16日
（いずれか１日）

帯広会場



編集後記編集後記

掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで

ひとのうごき
１月末の住民基本台帳

人　口　　７，６７３　人　（－24)

　男　　　３，７１８　人　（－15)

　女　　　３，９５５　人　（－９)

世　帯　　３，５９３世帯（－10)

　　　　　　　（　）内は前月比

広報あしょろ２月号　№７０６
発　行：足寄町
編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線334
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆いやー、寒いね�今日も－20度を超

えたね�という会話をされた冬だっ

たのではないでしょうか？

☆ちなみに、今季最低気温は１月28日

の－26. ６度（２月６日現在）。本

町の過去最低気温は平成12年の－

29. ４度（足寄百年史：気象庁およ

び町農業気象観測所データより）で

した。今年は過去最低気温ではあり

ませんでしたが、寒さが連日となる

と辛いものです。

☆２月も10日が過ぎ、これから少しず

つ春に向かって暖かくなりますね。

半袖姿が待ち遠しい今日この頃です。

☆平成23年12月末の住民基本台帳

　人口等をお知らせします。

　　人　口　　７，６９７人

　　　男　　　３，７３３人

　　　女　　　３，９６４人

　　世　帯　　３，６０３世帯

中谷　くるみち
  ゃ
   ん

� （平成22年２月３日生まれ）

　踊りや音楽が大好きでテレビ

を見て踊っています。お兄ちゃ

んと遊ぶのも好きで駆けっこを

しています。いっぱい遊んで、

元気で優しい子に育ってね。

� 貢・智恵さ
んの子

� （栄町２丁目）
多田　和

かず

那
な

ち
  ゃ
   ん

� （平成22年１月18日生まれ）

　お兄ちゃんと走り回って遊ぶ

のが大好きで、元気いっぱいな

男の子です。このまま、元気で

心の優しい強い子に育ってほし

いと思います。

� 肇・いづみさ
んの子

� （西町３丁目）

大竹口　胡
く る み

桃ち
  ゃ
   ん

� （平成22年２月24日生まれ）

　寝言にまで「アンパンマン」

が出てくるくらいアンパンマン

が大好きな胡桃です。健康で優

しく相手に対する思いやりのあ

る子に育ってほしいです。

� 浩幸・優子さ
んの子

� （平和）

今月の表紙

　１月８日に行われた「成人式」でのスナッ

プです。

 （⇒２－３ページ）　


